
 

 

 

 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」 

文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」（R6～7 年度）の取組や、専門高

校と産業界との持続可能な連携に資する情報、さらには各高校で取り組んでいる好事例について情報提供します。 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

令和７年（2025 年） 

第２号 
６月 18 日 

 

産学連携の推進に向けて～厚岸翔洋高校の取組から考える～ 
 北海道の専門高校においては、約 76％の学校(注)で産業界等と連携した学習を

実践している（右図）一方で、費用面の負担や、学校と産業界のつながりが属人
的になっている等の課題もあることが分かりました。 
 
本号では、専門高校等と産業界、地方公共団体が一体となって最先端の職業人

材育成システムを構築した事例として、R4～R6 年度の文部科学省「マイスター・
ハイスクール事業」指定校である厚岸翔洋高校の取組事例について紹介します。 
 
 各学校においては、本事例を改めて産学連携の意義や効果を考え、地域の実態
に応じた持続可能な産学連携の在り方について考える際の参考としてください。 
 
注：調査は大学科ごとに実施 

テーマ「地域の未来を創るマリン・イノベーターの育成～IT 導入による持続可能な地域社会の創造～」 
 
目 的  水産分野の産業構造が変化する中、水産業を基幹産業とする厚岸町において、スマート水産業の実践をとおして、 

地域の資源管理型漁業の推進に寄与するとともに、デジタル人材の育成をはじめとした地域産業の持続的な成長を 
牽引する最先端の職業人を育成する。 
 

主な取組と成果 

 
 
＜内 容＞ 
・スマート機器を用いた海洋環境測 

定データをデジタル化（見える化）  
・関係者と協働して各種データの活 

用促進（カキの成熟予測） 
 
＜連携先＞ 
  厚岸漁業協同組合、厚岸町カキ 

種苗センター、釧路地方水産技術 
普及指導所、釧路水産試験場、公立 
はこだて未来大学など 

 
 
＜内 容＞ 
・ドローンの有効活用についての実 
践研究（ホタテの漁場資源量マップ 
作成）   

・空撮映像を活用して漁労実習等の 
充実（実習教材化）など 

 
＜連携先＞ 
  厚岸漁業協同組合、釧路水産試験 
場、厚岸観光協会、(株)大歩、東京 
海洋大学、ソフトバンク(株)など 

 
 
＜内 容＞ 
・地域の水産物を活用したレシピ等
の開発（「カキンパ」の全道発信） 

・未利用、低利用魚による新商品の開 
発・販売（「あめかま」ふるさと納税 
返礼品化） 

 
＜連携先＞ 
  (有)野呂田商店、厚岸漁業協同組 
合、厚岸味覚ターミナル「コンキリ 
エ」、国分北海道(株）、生活協同組 
合コープさっぽろ、釧路短期大学、 
札幌テレビ放送（株）、エアウォー 
ター・ラボアンドフーズ(株)など 

ア 水産資源の持続化に向けた取組 イ 漁家経営の持続化に向けた取組 ウ 地域産業の持続化に向けた取組 

＜取組に係る情報発信＞ 
・町内の観光施設等にスマート TV を設置し、研究内容についての情報発信 
・「あめかま」ふるさと納税返礼品化で全国 PR  
・メディアやスーパーとのコラボ（地域特産物の PR ） 
・大会・コンテストでの研究発表  など 

＜成果＞ 
 〇地元産業界の声 
  ・漁業者の高齢化により、スマート化には時間がかかるものと思われていたが、若い漁業者と高校生 

の相乗効果で、10 年かかるものが３年で、その実用性への理解が進んだ。 
  ・高校生の技術の習熟は早かった。小中学生にも、地元産業の意義や楽しさを伝えてほしい。 など 
 〇生徒の変容  

・生徒アンケートにおいて、「地域課題を発見し、解決に向け多面的に考え、行動できた」や、「様々 
な産業人との交流をとおして、自身の進路を考えることができた」と回答した生徒の割合が大きく 
増加した。 

  ・特に社会人・職業人としての基礎となる知識・技術が身に付いたほか、コミュニケーション力も向 
上した。 など 

厚岸翔洋高校の
詳しい取組はこち
らから ↓ 

     

厚岸翔洋高校では、マイスター・ハイスクール事業における産学連携の推進によって、学校や生
徒、地域に上記の成果が見られました。次ページでは、本事例のような地域に根ざした産学連携に
向けて、産業界とつながるきっかけとなる産学連携シンポジウムや、専門高校の魅力を発信するオ
ンラインイベントについて紹介します。 

現在実施

している

76.1％

実施した 

ことがない

19.5％ 
過去に実施

していた

4.4％ 

図 産業界と連携した教育活動の実施 
(大学科ごとの回答 ｎ＝159) 

 

出典： 令和 6年度 「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」 
学校ヒアリング調査結果 ＜厚岸翔洋高校の取組事例＞ 

 



  

〇道東会場【７月 24 日(木)】場所：帯広信金中央支店   

中学生の保護者や中学校教員に専門高校の価値や魅力を発信するほか、専門高校と中学校の連携による成果等を普及・啓発す
る目的で、次のとおり開催します。 
１ 日 時 
  令和７年（2025 年）７月 10 日（木）13：30～16：05 
２ 参加対象者 
 (1) 中学生の保護者・中学校教員で参加を希望する者 
(2) 市町村教育委員会職員で参加を希望する者 
(3) その他、専門高校に関心のある関係者等 

 (4) 教員養成課程（職業学科）を有する大学に在籍する大学生 
３ 開催形式 
  Zoom によるオンライン 
４ 各学科の内容 
 (1) 各学科における学習内容や進路先等の紹介 
 (2) 各学科の在校生・卒業生（各１名）と、産学連携コーディ 

ネーターによるトークセッション 
５ 申込み方法・申込み〆切 
 (1) チラシに掲載の二次元コードから申し込んでください。 
 (2) 申込み〆切：７月３日（木） 

「産学連携シンポジウム」を４圏域で開催します 
 

○発表 
・「企業と連携した藻場再生に向けた取組について」 

小樽水産高校栽培漁業科教諭  古賀 英裕 氏 
・「未来につなぐ藻場再生への取組について」 

株式会社海洋探査執行役員   小笠原 誠 氏 
・「工業高校との連携によるアグリテックの実践」 

岩見沢農業高校農業科学科３年 仁平 佳太 さん 
         農業土木工学科３年 岩村 厚希 さん 
 
○パネリスト 
・小樽水産高校栽培漁業科教諭  古賀 英裕 氏 

 ・小樽水産高校栽培漁業科３年  小林 一華 さん 
 ・小樽水産高校栽培漁業科３年  堀 來玲愛 さん 
 ・（株）海洋探査執行役員     小笠原 誠 氏 
 ・岩見沢農業高校農業土木工学科教諭  三品  歩 氏 
 ・岩見沢農業高校農業科学科３年  仁平 佳太 さん 
 ・滝川工業高校電子機械科３年  大橋 悠希 さん 
 ・（株）砂子組企画営業部部長  真坂 紀至 氏 

「専門高校魅力発見ミーティング」を開催します 
 

〇道央会場【７月 23 日(水)】場所：第二水産ビル   〇道北会場【７月 16 日(水)】場所：イオンモール旭川駅前 

〇道南会場【７月 25 日(金)】場所：室ガス文化センター 

○発表 
・「Project A（Collaboration for Asahikawa）の教育実践」 

旭川農業高校食品科学科教諭  沼田 雅美 氏 
       食品科学科３年  堀内 美咲 さん 
       食品科学科３年  高村 萌果 さん 

・「若者と地域がつながる力 − 地方創生イニシアチブ」 
（一社）産学官創造ネットワーク  

・「地域産業の発展に対する取組～地域の魅力の発信～」 
旭川商業高校流通ビジネス科３年  三好 帆希 さん 

 
○パネリスト 
・旭川商業高校主幹教諭      遠山 英幸 氏 
・旭川商業高校流通ビジネス科３年  近藤 湊和 さん 
・（一社）産学官創造ネットワーク  

 ・旭川農業高校食品科学科教諭   沼田 雅美 氏 
 ・旭川農業高校食品科学科３年   堀内 美咲 さん 
 ・名寄高校情報技術科１年     濱下 心暖 さん 
 ・ハラダ工業（株）代表取締役   藤野 徹弥 氏 

○発表 
・「持続可能な産学連携モデル（M-Con）の構築と実践」 

室蘭工業高校建設科教諭    鈴木 圭吾 氏 
・「地域のインフラを守り続けるため」 

室蘭市建設業協会会長     橋詰 昌明 氏 
・「企業や水産高校と連携した学びで得たもの」 

大野農業高校農業科学科２年  野田 和吏 さん 
 

○パネリスト 
・室蘭工業高校建設科教諭    鈴木 圭吾 氏 

 ・室蘭工業高校電子機械科３年  渡辺 陸斗 さん 
 ・室蘭市建設業協会会長     橋詰 昌明 氏 
 ・大野農業高校農業科学科教諭  古川 茂樹 氏 
 ・大野農業高校農業科学科２年  野田 和吏 さん 
 ・函館水産高校水産食品科３年  柳屋 唯莉 さん 
 ・国分北海道（株）道央支社函館支店営業担当  山口 彩夏 氏 

○発表 
・「学科間連携による学びから私たちが得たこと」 
更別農業高校生活科学科２年  安田 恋音 さん 

・「マイスター・ハイスクール事業における地域連携と今後の本校の在り方」 
厚岸翔洋高校海洋資源科教諭  飯田 直登 氏 

・「産業界から見た産学連携の意義～持続可能な連携に向けて～」 
帯広信用金庫地域サポート部考査役 清水  豊 氏 
 

○パネリスト 
・更別農業高校農業科教諭    原  義幸 氏 
・更別農業高校生活科学科２年  安田 恋音 さん 
・厚岸翔洋高校海洋資源科教諭  飯田 直登 氏 
・厚岸翔洋高校海洋資源科３年  藤田  了 さん 
・帯広信用金庫地域サポート部考査役  清水  豊 氏 

 ・旭川工業高校定時制建築土木科３年  後藤 大輝 さん 
 ・（有）レイブプロジェクト代表  請川 博一 氏 

＜参加対象＞ 
(1)各圏域の専門高校で職業学科を担当する教諭等 
  道央：空知、石狩、後志  

道北：上川、留萌、宗谷 
  道南：胆振、日高、渡島、檜山 

道東：オホーツク、十勝、釧路、根室 
(2)道内企業・経済団体の関係者(管内不問) 
(3)産業教育に関心のある教育関係者(管内不問) 

産学連携の推進に資する情報を得られる場です。積極的な参加をお待ちしています！ 
なお、本イベントの詳細情報や申込みについての情報は、右の二次元コードから御確 

認ください。 
     

 

イベントの詳細
や、申込みについ
ては、上記二次元
コードから御確認
ください。 

     

各圏域における専門高校の教員、産業界関係者が産学連携の意義や方
法等について理解を深めることを目的に、産学連携に資する事例発表
や、パネルディスカッション、持続可能な産学連携に向けた協議を実施
することとしています。本号では、各会場の事例発表や、パネルディス
カッションにおけるパネリストを紹介します。 
 

※ パネルディスカッションは、４会場ともにテーマを「サステナブル
な産学連携に向けてできること～それぞれの立場から～」として、月
館 産学連携コーディネーターを司会に実施します。 

専門高校魅力発見ミーティング 

チラシ 


